別紙様式３

５大学間交流協定に基づく交流実績報告書（平成　年度　共同研究）

　　　　山形大学

	研究代表者
	所属大学・学部・学科・講座等
	山形大学・理学部・物理学科

	
	職・氏名
	教授・柴田　晋平

	
	専門分野
	宇宙物理学

	共同研究者
	所属大学・学部・学科・講座等
	　熊本大学・理学部・物理学教室

	
	職・氏名
	教授・小出　眞路

	
	専門分野
	　宇宙物理学

	研究課題
	ブラックホールおよびパルサー磁気圏における粒子加速の比較研究

	研究期間
	１年（平成２２年　５月～平成　２３年　３月）

	研究目的
	フェルミガンマ線望遠鏡が２００９年より稼動を始め、大量のガンマ線天体が発見されその起源の理論研究が望まれている。それらの多くはブラックホールを含む活動銀河核およびパルサーである。これらの異なる二種類の天体が共通したガンマ線の起源があるに違いない。両者を比較検討しあたらしい理論の構築を図る。

	研究計画
	ブラックホール磁気圏およびパルサー磁気圏の数値シミュレーションで最先端の成果を出してきた、小出眞路（ブラックホール）（熊本大）と柴田晋平（パルサー磁気圏）（山形大）の各グループが研究成果を交換し共同研究によって両者で共通する粒子加速機構がないか検討する。あわせて博士課程の学生の指導、交流を図りたい。

	研究代表者・共同研究者の役割分担
	山形大学：パルサー磁気圏の加速理論の研究、熊本大学：ブラックホール磁気圏の加速理論の研究。相互の共同研究により両磁気圏の比較研究をおこなう。

	研究成果

（年次計画途中の場合は，経過報告）
	両研究者はそれぞれの研究結果を２３年２月２７日と２８日に名古屋市大同大学で開催された｢ブラックホール磁気圏勉強会｣においてそれぞれ発表し問う課題の打開について議論した。そのご、柴田が熊本大学を訪問しさらに熊本大学の大学院学生を交えて共同研究を進めた。特に最近発見されたマグネター磁気圏との関連を議論した。

	
	

	研究経費

（本研究のために特に要した経費。経常経費は除く。）
	旅費(柴田：山形－熊本、２泊３日)　100,000円

	研究業績

（本研究の成果に関連するもの。発表予定のものを含む。）
	｢マグネターの放射モデル｣、日本天文学会春の年会(筑波大学)、発表者：柴田晋平、高田順平、榎戸輝揚
｢ブラックホール近傍でのリコネクション｣　ブラックホール磁気圏研究会(大同大学)　 教授・小出　眞路


※　本報告書は，共同研究計画を提案した者又は研究代表者が提出するものとする。
※　提出期限は，毎年度終了後又は派遣計画終了後１月以内とする。

